
厚
生
労
働
省
は
８
月
に
、
各
都
道
府

県
の
最
低
賃
金
審
議
会
の
地
域
別
最

低
賃
金
の
改
定
額
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
額
は
各
都
道
府
県
の

手
続
き
を
経
て
、
９
月
30
日
か
ら
10

月
中
旬
ま
で
に
発
効
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
額
は
ほ
ん
の
僅
か
な
引
上

げ
額
で
、
労
働
者
の
生
活
実
態
と
は

か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
全
国
労
働
組
合

連
絡
協
議
会
（
金
沢
壽
議
長
）
は
「
ど

こ
で
も
誰
で
も

20
万
円
（
月
）
以
上
、

１
５
０
０
円
（
時
間
）
以
上
の
最
低
賃

金
補
償
」
「
法
定
最
低
賃
金
を
今
す
ぐ

１
０
０
０
円
の
保
障
」
を
今
年
は
要
求

し
て
い
ま
し
た
。

大
手
大
企
業
は
史
上
空
前
の
大
儲

け
で
す
。
日
本
経
済
新
聞
は
５
月
に
「２

０
１
８
年
３
月
期
は
最
終
的
な
も
う

け
を
示
す
連
結
純
利
益
が
２
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
見
通
し
」

と
示
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
株
主
配
当

（
図
２
）
な
ど
を
下
請
け
、
孫
請
け
、
関

連
会
社
に
還
元
す
れ
ば
最
低
賃
金
は

も
っ
と
底
上
げ
で
き
ま
す
。

現
行
最
低
賃
制
度
は
社
会
全
体
の

低
賃
金
労
働
を
生
み
出
す
要
因
で
あ

り
、
最
低
賃
金
額
の
底
上
げ
は
絶
対

に
必
要
で
す
。

2017年９月(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党 で
す
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2017年９月号

全都道府県の最低賃金案出る
実施は９月３０日以降から

都道府県名 答申改定額 引上げ額 発効月日

北海道 ８１０（786） ２４ 2017年10月１日

青森 ７３８（716） ２２ 2017年10月６日

岩手 ７３８（716） ２２ 2017年10月１日

宮城 ７７２（748） ２４ 2017年10月１日

秋田 ７３８（716） ２２ 2017年10月１日

山形 ７３９（717） ２２ 2017年10月６日

福島 ７４８〈726） ２２ 2017年10月１日

茨城 ７９６（771） ２５ 2017年10月１日

栃木 ８００（775） ２５ 2017年10月１日

群馬 ７８３〈759） ２４ 2017年10月１日

埼玉 ８７１〈845） ２６ 2017年10月１日

千葉 ８６８〈842） ２６ 2017年10月１日

東京 ９５８〈932） ２６ 2017年10月１日

神奈川 ９５６〈930） ２６ 2017年10月１日

新潟 ７７８〈753） ２５ 2017年10月１日

富山 ７９５〈770） ２５ 2017年10月１日

石川 ７８１〈757〉 ２４ 2017年10月１日

福井 ７７８〈754〉 ２４ 2017年10月１日

山梨 ７８４〈759〉 ２５ 2017年10月13日

長野 ７９５〈770〉 ２５ 2017年10月１日

岐阜 ８００〈776〉 ２４ 2017年10月１日

静岡 ８３２〈807〉 ２５ 2017年10月４日

愛知 ８７１〈845〉 ２６ 2017年10月１日

三重 ８２０〈795〉 ２５ 2017年10月１日

滋賀 ８１３〈788〉 ２５ 2017年10月５日

京都 ８５６〈831〉 ２５ 2017年10月１日

大阪 ９０９〈883〉 ２６ 2017年９月30日

兵庫 ８４４〈819〉 ２５ 2017年10月１日

奈良 ７８６〈762〉 ２４ 2017年10月１日

和歌山 ７７７〈753〉 ２４ 2017年10月１日

鳥取 ７３８〈715〉 ２３ 2017年10月６日

島根 ７４０〈718〉 ２２ 2017年10月１日

岡山 ７８１〈757〉 ２４ 2017年10月１日

広島 ８１８〈793〉 ２５ 2017年10月１日

山口 ７７７〈753〉 ２４ 2017年10月１日

徳島 ７４０〈716〉 ２４ 2017年10月５日

香川 ７６６〈742〉 ２４ 2017年10月１日

愛媛 ７３９〈717〉 ２２ 2017年10月１日

高知 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月13日

福岡 ７８９〈765〉 ２４ 2017年10月１日

佐賀 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月５日

長崎 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月６日

熊本 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月１日

大分 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月１日

宮崎 ７３７〈714〉 ２３ 2017年10月６日

鹿児島 ７３７〈715〉 ２２ 2017年10月１日

沖縄 ７３７〈714〉 ２３ 2017年10月１日

全国平均 ８４８〈823〉 ２５

地域別最低賃金の改定額（単位：円）

（図２－３月５日東京新聞朝刊）

（図１－５月17日日本経済新聞朝刊）



１
９
５
０
年
６
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
１
９

５
３
年
７
月
に
休
戦
協
定
が
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
協
定
60
項
に
は
「
３
ヶ
月
以
内
に
、
朝
鮮
半

島
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
外
国
軍
の
撤
退
」を
記
し
、

米
軍
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
撤
退
と
平
和
的
解
決

を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
米
国
は
同
年
10
月
に
突

如
、
米
韓
相
互
防
衛
条
約
を
結
び
、
こ
れ
を
拒

否
し
平
和
解
決
は
頓
挫
、
そ
の
後
様
々
な
経
過

を
辿
り
つ
つ
も
、
未
だ
朝
鮮
半
島
は
38
度
線
を

挟
ん
で
戦
争
状
態
（休
戦
）が
続
い
て
い
ま
す
。

歴
史
的
経
緯
か
ら
、
朝
鮮
半
島
問
題
の
解
決

は
米
国
こ
そ
朝
鮮
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
問
題
の

解
決
を
図
る
責
任
と
能
力
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
朝
鮮
は
国
連
の
場
で
度
々
、
米
国
と
の
対
話

を
求
め
、
ボ
ー
ル
は
米
国
に
投
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
10
月
９
日
、
朝
鮮
の
初
め
て
の
核
実

験
に
対
し
、
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
（
安
保

理
）は
対
朝
鮮
制
裁
決
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
朝
鮮
が
核
実
験
を
行
う
た
び
に
、
経

済
制
裁
を
加
え
た
決
議
を
採
択
。
今
年
７
月
４

日
と
28
日
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
受
け
、
制
裁

措
置
を
一
層
強
化
す
る
国
連
安
保
理
決
議
第

２
３
７
１
号
を
採
択
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
め
て

の
国
連
制
裁
決
議
か
ら
11
年
を
経
た
現
在
、
朝

鮮
の
核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル
実
験
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

逆
に
「制
裁
」が
朝
鮮
の
核
・ミ
サ
イ
ル
開
発
の
動

機
と
な
り
、
こ
れ
を
加
速
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
８
月
５
日
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

新
た
な
制
裁
決
議
に
対
し
て
、
朝
鮮
は
「報
復
と

排
撃
」
を
表
明
し
、
８
月
９
日
に
は
米
領
グ
ア
ム

島
周
辺
に
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
４
発
を
発

射
す
る
と
表
明
。
こ
れ
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
米
国

大
統
領
は
「炎
と
怒
り
」の
軍
事
的
対
応
を
表
明

し
、
今
や
両
国
の
関
係
は
脅
し
と
軍
事
的
対
応
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
、
戦
争
が
即
発
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
８
月
29
日
の
日
本
列
島
を

飛
び
越
え
た
ミ
サ
イ
ル
発
射
で
す
。
今
や
混
乱
と

戦
争
回
避
の
た
め
の
対
話
が
急
が
れ
ま
す
。

核
兵
器
は
い
か
な
る
国
の
も
の
で
も
禁
止
さ
れ

る
べ
き
で
す
。
国
連
安
全
保
障
常
任
理
事
国
の

５
か
国
の
核
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
朝
鮮
の
核
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
米

国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
核
は
黙
認
し
つ
つ
、
朝
鮮
に
だ

け
核
開
発
を
や
め
る
よ
う
に
要
求
し
軍
事
的
圧

力
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
朝
鮮
は
米

国
か
ら
自
国
を
護
る
た
め
と
、
核
開
発
を
続
け
て

い
ま
す
。
米
国
は
最
強
の
軍
隊
と
核
を
背
景
と
し
、

朝
鮮
に
だ
け
核
放
棄
を
求
め
る
限
り
、
悪
循
環

を
繰
り
返
し
問
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

米
・朝
の
緊
張
関
係
を
回
避
す
る
に
は
、
ま
ず

朝
鮮
が
核
と
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
停
止
、
米
国
は
軍

事
力
で
の
圧
力
や
大
規
模
軍
事
演
習
、
「
斬
首

作
戦
」な
ど
を
中
止
し
、
米
朝
は
対
話
の
た
め
の

条
件
緩
和
を
講
じ
て
、
先
ず
話
し
合
い
の
窓
口
を

設
け
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
日
本
は
「
制
裁
と
圧
力
」
一
辺
倒
の
外

交
か
ら
米
朝
対
話
の
労
を
と
る
こ
と
に
全
力
を

傾
け
る
べ
き
で
す
。
い
わ
ん
や
、

こ
れ
を
口
実
に
軍
事
力
強

化
、
自
民
党
の
「敵
基
地
先

制
攻
撃
」論
の
検
討
な
ど
は

論
外
で
す
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

２０１７年９月

米・朝の軍事衝突の回避へ全力を
日本はトランプに媚びることなく、米朝対話の道を拓け！

朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
は
８
月

29
日
早
朝
、
事
前
通
告
な
し
に
中
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
し
ま
し
た
。
こ
の
ミ
サ
イ
ル
は
日

本
上
空
を
飛
び
越
え
て
太
平
洋
に
落
下
し
ま
し

た
。
こ
の
事
態
に
対
し
政
府
は
瞬
時
警
戒
シ
ス
テ

ム
（Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）で
、
北
海
道
な
ど
12
道
県
の
全

市
町
村
で
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
日
本
上
空
通
過
を

伝
え
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
流
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
各
社
は
、
一
斉
に
こ

れ
を
流
し
、
住
民
避
難
、
通
勤
電
車
は
一
時
停

止
、
ま
さ
に
戦
時
下
と
思
わ
れ
る
有
様
で
す
。

こ
の
よ
う
な
異
常
な
事
態
を
ど
う
解
決
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
安
倍
政
権
の
「
米
国
と

の
強
固
な
同
盟
」や
「制
裁
圧
力
の
強
化
」
を
ベ
ー

ス
と
し
た
外
交
、
安
全
保
障
政
策
で
は
解
決
で

き
ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
戦
争
の
脅
威
が
増
す
ば
か

り
で
す
。
こ
の
問
題
の
根
っ
こ
に
あ
る
問
題
か
ら

糸
口
を
見
出
し
、
平
和
的
解
決
の
道
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

朝
鮮
へ
の
「
制
裁
と
圧
力
」
だ
け
で
は
解
決
は
な
い

朝
鮮
半
島
は
未
だ
戦
争
（
休
戦
）
状
態

米
国
に
平
和
協
定
の
義
務
を
課
す

制
裁
、
圧
力
政
策
の
転
換
を

「
窮
鼠
猫
を
か
む
」
と
な
ら
な
い
よ
う

朝
鮮
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
凍
結

米
国
は
軍
事
演
習
・
圧
力
を
中
止

ミサイル問題
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